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市販野菜サ ラ ダ の 細菌汚染状況 お よ び発色酵素基質法に よ る

　　　　　　　　　大腸菌群 ・大腸菌数検査法の 評価

Bacterial　Count　and 　Evaluation　of　a　Chromogenic　Method 　for　Determining　the　Number
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　The 　viable 　count ，　coliform 　count 　 and 且 副 託 count 　were 　determined　in　cQmmercial 　vegetable 　saladsamples 　to　es −

tablish　standard 　gUidelines　for　hygiene　rnonitoring ．　A　chromogenic 　agar 　tricolor　medium 　was 　compared 　with 　a

conventional 　desoxycho［atc 　agar 　medium 　for　identifying　and 　quantifying 　the　coliforms 　in　commercial 　vegetable 　sal−

ad ．　The 　coliforms 　were 　rneasured 　on 　both　agar 　media ．
　Thc 　viable 　count 　of　100　conlrnercial 　vegetable 　saladsamples 　had　a　wide 　range 　10− 106　cfu ／g、82 〔82．0％ ）and 　97
｛97．0％ ）of　these 　samples 　being　colifoml 　positive　 when 　using 　the 　des〔〕xycholatc 　 medium 　and 　 agar 　tricolor　 medi −

urn ，　respecLively 、　Ninety−seven 　of　the　coliform −positivc　sampies 　were 　contaminated 　irl　the　range 　of　lO − 10  fu／g．
Pe．　coli 　was 　p（コsitively 　detected　in　6 〔6．0％ ）of　the　lOO　commercial 　vege しable 　saladsamples 　in　the　range 　of　10− 10斗

cfu ／9．
　The 　chromogenic 　 medium 　 enabled 　 rapid 　onc −day　mcasuremen し of　co ］iforms　and 　E ．　cot ’i．　in　per 王shable 　vegetable

salad ．
　 The 　bacteria　of 　35　cohf 〔〕rm

−
positive　colonies 　that　grew 　on 　the　agar 　tricolor 　medium 　were 　identi丘ed 　 as　10　spc −

cies ，［ncluding 　Kl．（めs？1（nta　P 泥 ‘？．w γmo ”．’i，cte （9　sLrains ）．
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ワ
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　　　　　 酵 素 基 質i去　　Chromogcnic ．MethodViable
　Counts ；大腸菌群 　Coliforms
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発 色

　 市販野菜サ ラ ダ は 健康志 向．調理 の 利便性，そ の ま ま 喫

食 で きる 簡便性，豊富な種類，簡単な購入 （ス
ーパ ー

マ
ー

ケ ッ ト，コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア
ー，ベ ーカ リーシ ョ ッ プ 等 ）

の 利点が あ り，そ の 消費は 年々 増加 して い る、

　生 食用野菜 は カ ッ ト野菜 の ．単品 と複 合調理食品の 混合品

（野 菜お よ び トッ ピ ン グ の サ ラ ダ ）が あ り，こ の うち容器

包装 さ れ た 単品野菜 と混合品は，JAS法改正
11

の 生鮮食品

表示 基 準お よび 加工 食 品表示 基準で そ れ ぞ れ 原 産地表示 と

主 な 原料 の 産 地 表示 が 必 要 に な っ た。こ の よ う に．非加 熱

食品で あ る 11i販野菜サ ラ ダ は法的 に 表示義務 が 課せ られ た

が ，衛生指標菌 （生菌数　大腸菌群，大腸菌等〉あ る い は

病原菌 （黄色 ブ ドウ球菌，サ ル モ ネ ラ，病 原 大 腸 菌 Ol57

等） に よ る 微 生 物学的規格基準 の 必 要性 が 認識 さ れ て い る

に もか か わ らず，い まだ に 規格基準あ る い は 衛 生 基準 の ガ

イ ドラ イ ン は 設 定 され て い な い tt しか し，　 ・部 の 自治 体 や

民間企 業 で 自主 的 な衛 生 基準値に 生 菌数 10〔〕万個 ／g 未満，

大腸菌群 陰性あ る い は 大腸菌 群 数 3，000 個 ／g 以 下，こ れ

らの 紺 み 合 わせ 等が設定 されて い る 。
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　野菜サ ラ ダ の 消費期 限 は 2 か ら 3 日 と短 く．現 在 の 細 菌

検査体制 で は 成績 の 結果が判明 した 時点 で す で に 消費 さ れ

て い る。そ の 生 菌数検査 お よ び 大腸 菌群数検査 は 公的検査

機関や 多くの 民間検査 機関で は 公 定法
L’1

で 行 わ れ，生 菌数

検査 に 2 目，大腸菌群数検査 で 約 4 日 間要 して い る 。 と く

に 大腸 菌群数検査 は 推定試験 の デ ソ キ シ コ
ー

レ イト寒天 培

地 確定試験 の EMB 寒 天培地，完全試験 の 乳糖 ブ イ ヨ ン

か ら の ガ ス 産 生 お よ び グ ラ ム 染色 の 順 で 行 わ れ て い る た

め ，品質管理 の F．で は，よ り短 時間で 結果の 得 られ る検 査

法 の 迅速化が 求め ら れ て い る 、，

　発色酵素基質法は 大腸菌群数 お よ び大 腸菌数検査を同 時

に 1 凵 で 判定 で き る 迅 速 検査 法 で あ る。わ が 1．El で は 公 定法

に 採用 され て い ない が．民間の 食品細菌検査室 で は す で に

採 用 さ れ つ つ あ る t、ま た，欧 米諸 国 で は 発 色 酵 素基質法 が

す で に 採 用 され て い る
3
。

　 今回，市販野菜 サ ラ ダの 安全管理基準 の ガ イ ドラ イ ン 作

成 に 生 菌数，大腸菌群数 お よ び 大腸菌数を対象 と し，市販

野菜サ ラ ダの 汚染実態 を調べ た ， さらに 従来法 の デ ソ キ シ

コ ーレ イ ト寒 犬 培地と発色酵素基質法 の ア ガ ートリ コ ロ ー

ル 培 地 に よ る 大 腸 菌群 を定性 的 お よ び定 量 的 に 比 較 した。

実験方法

1． 実験材料

　平成 18年 6 月か ら平成 19年 6 月に 関西地域 の ス
ーパ ー一
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

市販 野菜 サ ラ ダ の 細菌汚染状 況お よ び 発色 酵素 基 質法 に よ る 大 腸 菌 群 ・大腸 菌 数 検 査 法 の 評 価

表 1． ア ガ ー
トリ コ ロ

ール 培 地組 成

ペ プ トン

塩 化ナ トリ ウム

リ ン 酸 二 水素ナ トリ ウ ム

リ ン 酸
・
水 素 ナ トリ ウム

ピル ビ ン 酸ナ トリ ウ ム

L一トリ プ トフ ァ ン

D一ソ ル ビ トール

ラ ウ リ ル 硫酸ナ トリ ウ ム

硝酸 カ リ ウ ム

寒 天

X−GLUCMagenta
−GAL

合 計

　 　 　 1〔〕．0
　 　 　 5、0
　 　 　 2、2
　 　 　 2、7
　 　 　 1．0
　 　 　 1．0
　 　 　 1．0
　 　 　 0、2
　 　 　 1．O
　 　 　 l5．0
　 　 　 0、1
　 　 　 0、1
　 　 39．39
pII　7．0± 0．2

実験ti麟 leor

　　 ト
ー一減薗希釈液 90ml

ス トマ ッ カー： 30 秒闖

　 　 1
　 　 　 ml

　 　 E
減薗犠駅 液 9 皿 1

　 　 「
各 10 倍段階希釈液

　 　 1
　 　 1n 週

一

（g ノ精製 水 1 リ ッ トル 当 り〕

マ
ー

ケ ッ トや コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア
ー

で 市販野 菜サ ラ ダ

100検 体 を購 入 し，実 験 材 料 に供 した 。

2． 使 用 培 地

D　細菌数検査培地

i）　 生菌数検査培地

　生菌数測定 に 標準寒天 培地 （栄研化学）を用い た 。

ii）　大腸菌群数検査培地

　大腸菌群数測定 に デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒天 培 地 （栄研化

学）を用 い た 。

iii） 大腸 菌 群 数 お よ び 大腸 菌数検査培地

　大腸菌群お よ び大腸 菌数測定 に ア ガート リ コ ロ ー
ル 培 地

（エ ル メ ク ッ ス ）を用 い た 。 なお，ア ガ ー
トリコ ロ ー

ル 培

地組成 は 表 1 の 通 りで あ る。

2）　 一
般 細 菌検査培地

　 グ ラ ム 染色 に 普 通 寒天 培 地 （栄 研 化 学 ） を 用 い た

3）　選択分離培地

　大腸菌群 の 確定試験 に EMB 寒天培地 （栄研化学）を用

い た。

4）　大腸菌群 お よ び 大腸菌確認培地

　大腸菌群の 完全試験 に 乳糖 ブ イ ヨ ン （栄研化学），大腸

菌の 確認検査 に LMX ブ イ ヨ ン （メ ル ク ） を 用 い た 。

3．　市販 野 菜 サ ラ ダの 生菌数，大腸菌群数 お よ び 大腸菌

　　数検査法

1）　 試料調整

　実験材料 10g を滅菌 ス トマ ッ カ
ー

袋 に 秤量 し，90　ml の

滅 菌希釈 液 （エ ル メ ク ッ ス ） を 加 え，ス トマ ッ カ
ー

で 30

秒間処 理 し，そ の 1　mC を 9ml の 滅菌希 釈 液 に 接種 し，各

10倍段階希釈液を作製 した。

2）　生菌数，大腸菌群数 お よ び大腸菌数検査法

　野菜サ ラ ダ の 生 菌数，大腸菌群数 お よ び 大腸 菌数検査を

図 1 に 示 した。各 10 倍段階希釈液 の 1　mC ず つ を滅菌 シ ャ

ー
レ 3 枚 に 接種 し た。そ の 滅菌 シ ャ

ー
レ に 標準寒 天 培 地，

デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒天培地，ア ガートリ コ ロ ー
ル 培 地 の

約 20　mi ．ず つ を 加え．混 釈 し．岡 化後 35℃ で 培養 した u

生 醜数 横 査

榛 皐 寒 天 培 地

　　lS6
℃．48 時閣

　　1
　 カウン ト

　 大 腸 菌 ＃ 致検 査

チソキ シ コ
ー

レイト寒天 培地

　　　 1
　 　 35℃，20 畤闇

　　　 l
　 EMB 寒天 燈塘

　　　 t
　 35℃ ，24 時聞

亠

大騰 薩＃敷 ・大騰 菌數検資

ア ガートリコ ロ
ー

ル 塘 地

　　　　　
　 　 35℃ ．24 時闇

rL

赤 色集落 　 　 　 青 色集落

　 I　　　 l
大腸歯群隔性　　穴塵薗陽性

乳 糖ブイヨン　　普通寒芙斜面培均

　　】　　　 1
35℃ 　娼 時間　　　a5℃ 　24 時簡

　　l　　　　 l
ガ ス 産 生 　　グ ラム染色 ：グ 7A陰性 桿薗

Lr 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大腸 葭群陽 性

図 1．　市販 野 菜サ ラ ダ の 生 菌数 大腸 菌群数お よ び 大腸 菌数検査法

i）　生 菌数左貪査

　標準寒天 培 地 を 35℃ で 48時 間 培養後 発育した 集落を

すべ て 計測 した 。

ii）　 大腸菌群数検査

　 デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒天 培地を 35℃ で 20時間培養後，

赤色集落 を 計 測 し た。計 測 した 3〜5 個 の 集落 を EMB 寒

天 培 地 に 画線塗 抹 し，35℃ で 24時間培 養後 発育 した 集

落 の うち，金属光沢等 を示す定型的な集落 を普通寒天 斜面

培地お よ び乳糖 ブ イ ヨ ン に接種 し，35℃ で そ れ ぞ れ 24お

よ び 48 時間培養 した。普通寒天 斜面培地 に 発育した 菌 は

グ ラ ム 染色後，鏡検し て グ ラ ム 陰性桿菌 で あ る こ と を確認

した。ま た，乳糖 ブ イ ヨ ン に 接種 した 同
一

株で ガ ス 産 生 を

認 め た もの を 大腸菌群陽性 と し た 。 大腸菌群数 は 大腸 菌群

陽性集落数 に希釈倍数を乗 じて算出 した。

iii） 大腸 菌群 数 お よ び 大腸菌数検査

　 ア ガー
トリ コ ロ

ー
ル 培地を 35℃ で 24 時間培養後，発育

した 赤色集落を大腸 菌群 1場性，育色集落を大 腸 菌陽 性 とカ

ウ ン ト した。大 腸 菌 群 数 お よ び大 腸 菌 数 は そ れ ぞ れ カ ウ ン

トした集落数 に 希釈倍数を乗 じて 算出 した 。

4．　 菌種同定

　 ア ガ ート リ コ ロ ール 培地 の み で 大腸菌群陽性 と し た 13

検体 の 赤色 集落 38 個 を 釣 菌 し，LMX ブ イ ヨ ン に 接種 し，

35℃ で 24 時間培養後，青色 を 呈 した も の を大 腸 菌 群 陽 性

と確認 した。そ の 菌株 を 普 通 寒 天 斜 面 培地 に 接 種 し，35℃

で 24 時間培養後，VITEK 　GNI ＋ カ
ード （日 本 ビ オ メ リ ュ

（345） 63
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図 3．　 市 販 野 菜 サ ラ ダの 大 腸 菌 群 数

一） で 菌種 阿 定 を実 施 した。

実験結果

　 li∫販野菜 サ ラ ダ 100 検体 の 生 菌数，大腸菌群数お よ び 大

腸菌数検査を行な っ た 。

1．　 市販 野菜サ ラ ダの 生菌数

　 市 販 野 菜 サ ラ ダ 100 検 体 の 生 菌 数 分 布 は 図 2 の とお りで

あ る．野 菜 サ ラ ダ 100 検体 の 生 菌 数 は 10〜ユげ 個 fg が 1

千貪イ本，　IO2〜IO3個 ／g　ab　i
’
12†貪イ本，　IO3〜lo4イ固／g カ§ 25検イ本，

lO4〜IO5イ固／g カミ 27 棺こイ本，　IO5〜loaイ固／g カt　1ユ検 イ本，　106

個 以 F．　／g が 24検体 で あ っ た。野 菜 サ ラ ダ の 生菌数 は 10
’− IO6個 以 上 と広範囲 に 分布 した が，生 菌数 106個 以 ヒ／g

を示 した 検体 は 24検体 （24．0％ ）で あっ た 。

2．　 市販 野 菜 サ ラ ダの 大 腸 菌群検 出状況

　市 販 野菜サ ラ ダ 100検体 の デ ソ キ シ コ ー
レ イ ト寒天 培 地

お よ び ア ガートリ コ ロ ー
ル 培 地 に よ る大腸菌群陽性数 は そ

れ ぞ れ 82検体 （82．0％ ）お よ び 97 検体 （97．0％ ）で あ り，

い ず れ の 検査培地 で も大腸菌群陽性率 は 高率で あ っ た。ま

た，ア ガ
ー

ト リ コ ロ
ー

ル 培地 に よ る 大腸 菌 群 陽 性率 は デ ソ

キ シ コ ーレ イ ト寒 天 培 地 よ り 15％ 高 か っ た。

　 デ ソ キ シ コ ー
レ イ ト寒天 培地お よ び ア ガー

トリ コ ロ ー
ル

培地 に お ける 野菜 サ ラ ダの

　大腸菌群数 は 図 3 の とお りで あ る 。 野 菜サ ラ ダ の 大腸菌

群数 は 10〜IO2個 ／g が 26検体 （デ ソ キ シ コ ー
レ イ ト寒天

培 地 17検体 ア ガートリ コ ロ ー
ル 9 検体），IO2− lo3個 ／g

が 45 検体 （デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒天 培地 26 検体，ア ガー

ト リ コ ロ ー
ル 19 検体），IO3〜IO4個 ／g が 54検体 （デ ソ キ

シ コ
ー

レ イト寒天 培地 24検体，ア ガ
ー

トリ コ ロ ール 30検

体），10
’i
　一　IO「）

個 fg が 39検体 （デ ソ キ シ コ ーレ イ ト寒 天

培地 ll検体，ア ガートリ コ ロ ー
ル 28検体），　 IO5− IO6個 f

g が 9 検体 （デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒天 培地 2 検体，ア ガー

トリ コ ロ
ー

ル 7 検体），loe’個 以 上 fg が 6検体 （デ ソ キ シ

コ ーレ イ ト寒天 培地 2 検体，ア ガ
ー

ト リ コ ロ
ー

ル 4検 体 ）

で あ っ た。

　ア ガ ートリ コ ロ ール 培 地 に よ る 大腸 菌群数 は IO3個 ／g

以 上 の 各 10 倍段階 で すべ て デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒天培地

よ り多か っ た 。

3．　 市販 野 菜 サ ラ ダの 大腸 菌検 出状 況

　 市販 野 菜 サ ラ ダ 100検 体 の ア ガートリ コ ロ ール 培 地 に よ

る 大腸菌 陽 性数 は 6 検体 C6．0％ ） で ，大 腸菌数 は 10− 102

個 ／g カミ 3杉こf本．　IOz− 103個 ／g カt　2検｛本，　／げ一104個 ／g カf

l検体あ っ た 。

4， 発 色酵素基質法 に よ る大 腸菌群陽性菌の 菌種

　参考 ま で に VITEK 　GNI ＋ カ
ード （日本 ビ オ メ リ ュ

ー
）

に よ る 大腸菌群 の 同定 を試み た と こ ろ ，ア ガ
ー

ト リ コ ロ ー

ル 培地 で の み 大 腸 菌群陽 性 で あ っ た 13検体 か ら分離 さ れ

た 38菌株 の 菌種は 以 下 の とお り 10種類 で ，菌種不明 は 3

菌株 で あ っ た 。 その 菌種 と 菌株数 は 0 θd θα
・51apa ，ge

・
il　l 菌

株，E 編 θ rob α o 紹 γ α e ？
’
ogenes 　1 菌株，　 ET・nterob α・cte ’t・Ct’t’n −

n．ige・n，us 　3 菌株，　 Enterob α cter 　c／・α ncei
”
oge

’
nu ．s　l 菌株，　 E7z−

teroi）α cte
・
r　cto α c α e　3 菌株 ，　 Enterobαctθr　2η‘θη κ己θd ？：lt・’xrt．6

菌 株 ，Ez傭 7壇 θ‘臨 a7zaL・ア
・’icαn α 1 菌 株 ，　 Klabsi，ellα 1）TLCIU．T

7ηθ禰 r肥 9 菌株，κ 戯 屮眉 贋 spe 〔，i・es 　5 菌株お よ び P α 観 θ酷

a．gglo7？ier α，ns 　5 菌株 で あ っ た．

考　　察

　 わ が 国で は 生 の ま ま 喫食 さ れ る 市販 野 菜 サ ラ ダ の 微 牛 物

学的規格基準あ る い は ガ イ ドラ イ ン の 必 要性 は 認 識 さ れ て

い る が ，法的 な基準値 は 設 定 さ れ て い な い 。しか も．消費

期 限 の 短 い 生食野 菜 の 生菌数お よ び大腸菌群 数検査 は 公的

検査 機 関 あ る い は 多 くの 民 間検 査 機関で は 公 定法 に 準拠

し，検査成績 は 約 2〜4 囗 間要 して い る の で 検査 日数 の 短

縮 に 迅速検査 の 採用が 求め られ て い る。しか し，現 状 で は

一
部 の 民 間 の 食 品 検査室 で 大 腸 菌 群 数 お よ び大 腸菌数検 査
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市 販 野 菜 サ ラ ダ の 細 菌汚染状 況 お よ び 発色酵素基質法 に よ る 大腸菌群 ・大腸菌数検査法の 評価

に迅速検査 と して 発色酵素基質法が 採 用 され て い る に す ぎ

ない 。

　今回の 調査で 得られ た 成績か ら ガ イ ドラ イ ン 作成 に は い

くつ か の 問 題 点 が 明 らか に な っ た。例 え ば 市 販 野菜サ ラ

ダ の 生 菌数基準値の 目標 を一
般食品 の 衛 生 指導基準 の 10

万個 以
一
ドに す れ ばt 野菜 サ ラ ダ の 24％ は 不 合格 に な る。

また，大腸菌群 で は 使用す る培地，す な わ ち，従来法の デ

ソ キ シ コ ーレ イ ト寒天 培 地 と発色酵素基質法 の ア ガー
トリ

コ ロ
ー

ル 培地 に よ る 大腸菌群陽性率はそれぞれ 82％ と 97

％ と 異な っ た。そ の 理 由の 1 つ は従来法と発色酵素基質

法 の 大 腸 菌 群 定 義 の 相 違，す な わ ち，従来 法 の 定義 は 国際

的 に 乳糖 を 発酵 して ガ ス を 産 生 す る グ ラ ム 陰性桿菌 と決 め

られ，その 定義 に基 づ い て 各国独自の 検査法が採用 され た。

わが国 におけ る大腸菌群検査の 公定法は 推定試験 確定試

験，完全試験 の 順序 で 行 な わ れ，成績の 判定に約 4 日間要

して い る。しか も，乳 糖 の ガス 産 生 に は 乳糖分解酵素 と細

胞 膜 透 過 酵 素 が 関 与 し，細 胞 膜 透 過酵素が 欠 け る と乳糖 は

発酵され な い 。

一
方，発色酵素基質法 は こ れ ら 2 つ の 酵素

に 関係な く，大腸菌群が持 つ 特異酵素 β
一
galactosidaseに

よ っ て 寒天 培地 に 添加 さ れ た 合成酵素基 質 を加水分解 して

大腸菌群 は 24時間培養後に発育集落 の 色調 で 判定 され る 。

も う 1 つ の 理 由 は，発 色 酵素基質法 で 大腸菌群 と され る 菌

種 は 従来法 の 菌種
4’

よ り多い こ と で あ る。した が っ て，大

腸 菌 群 陽 性率 は デ ソ キ シ コ ーレ イ ト寒 天 培 地 とア ガートリ

コ ロ ール 培 地 に よ っ て 異なる こ とが指摘 され て い る 。

　野菜 サ ラ ダの デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒 天 培地 に よる大腸菌

群数 は 10〜IO6個 以上 fg と広 範囲 で あ り，小 沼 ら
5’

の 報

告に ある 10〜loe個 ／g とほ ぼ 同 じで あっ た。

　 こ の ように ，野莱サ ラ ダ の 衛生 的基準 の ガ イ ドラ イ ン に

生 菌数 や 大腸菌群 の 定性的ある い は 定量的 な 基準値 で 規制

す る こ と は 困 難 で あ る と考え ら れ る。一
方，外 国 で は ，非

加 熱 食 品 の 微生 物学的規格基 準 に 大腸菌 が採用 され て い る

こ とか ら市販 野 菜サ ラ ダ の ガ イ ドラ イ ン と して大腸菌陰性

とす る こ とが 望 ま しい 。

　市 販 野 菜 サ ラ ダの 生 菌数 ，大 腸 菌 群 数 お よ び 大 腸 菌数 の

汚染実態を調査 し，従来法 の デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒 天 培 地

と発色酵素基質法 の ア ガー
トリコ ロ

ー
ル 培地 に よ る大腸菌

の 定性 お よ び定量的 に 比較 した 。さ ら に 大腸 菌数 を調 べ た。

1．　市 販 野 莱 サ ラ ダ 100検体 の 生菌数 は 10〜IO6個 ／g 以

　．．ヒと 広 範囲 で あ っ た。ま た，デ ソ キ シ コ ー
レ イ ト寒 天 培

　地 お よ び ア ガー
トリコ ロ ー

ル 培地に よ る 大腸菌群陽性数

　 は それぞれ 82検体 （82．0％ ）お よび 97検体 （97．0％ ）

　 と高率 で あ り，両 者 の 大腸菌群数 は 10〜IO6個 以 上 ／g

　 と広範囲で あっ た 。

2．　 市販野菜サ ラ ダ の 大腸菌陽性数 は トリ コ ロ
ー

ル 6検体

　 （6．0％）と低 く，そ の 菌数 は 10〜IO4個／g で あ っ た。

3．　発 色酵素基質寒天培地 は消費期限 の 短 い 市販 野菜 サ ラ

　ダ の 大腸菌群数お よ び大腸菌数検査を 1 日で 判定で きる

　迅速検査法 で あ っ た 。

4．　 発色酵素基質法 の ア ガ
ー

トリ コ ロ
ー

ル 培地 の み で 大腸

　菌群陽性 か ら の 分離菌 の 菌種 は ，Ktebsiettα　pneumoni 一

　α e ，Enterob α cter 　intewwedium 等で あ っ た。
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和文抄録

　市 販 野菜サ ラ ダの 生菌数 大腸菌 群 数 お よび 大腸菌数の 汚染実態 を調査 し，衛 生 基準の ガ イ ドラ イ ン 作成を試 み た 。 ま

た，従来法の デ ソ キ シ コ ー
レ イ ト寒天培地 と発色酵素基質法 を用 い た ア ガートリ コ ロ ール 培地 で 大腸菌群を定性 お よ び 定

量 的に 比較 した 。 さらに 大腸菌数を調べ た 。

1

2
つ

ρ

4

市販 野 菜 サ ラ ダ 100検体 の 生菌数 は 10〜IO6個 ／g 以 上 と 広 範 囲で あ っ た。ま た，デ ソ キ シ コ
ー

レ イ ト寒 天 培地 と ア

ガートリ コ ロ ー
ル 培 地 に よ る 大腸菌群陽性数 は それ ぞ れ 82検体 お よ び 97検体と 高率 で あ り，両者の 大腸菌群数は

10〜IO6個 ／g 以 上 と広範 囲 で あ っ た。

市販野菜サ ラ ダの 大腸菌 陽 性数 は 6検体 と低く，そ の 菌数は 10〜IO4個 ／g で あ っ た 。

発 色酵素基質寒天 培地 は消費期 限 の 短い 市 販 野 菜 サ ラ ダ の 大腸菌群 数 お よ び 大腸菌数検 査 を 1 日で 判定 で きる 迅速検

査法 で あ っ た。

発 色酵素基質寒 天 培地か ら分 離 さ れ た 大腸菌群 陽 性検体 の 菌種は，Klebsielta　pneumoniae ，　 Enterobacter 　internze一

α施 掘 等で あ っ た。
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